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１．平成20年３月期第１四半期の連結業績（平成19年４月１日　～　平成19年６月30日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第１四半期 1,008 7.3 53 △28.6 54 △10.1 19 △44.3

19年３月期第１四半期 939 － 75 － 60 － 34 －

19年３月期 4,006 － 400 － 389 － 210 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭 円 銭

20年３月期第１四半期 1,494 49 1,375 95

19年３月期第１四半期 2,764 05 2,457 22

19年３月期 16,510 88 14,885 92

  (注)  当社は平成18年３月期第３四半期から四半期連結財務諸表を作成しているため、平成19年３月期

 　　　 第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2）連結財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第１四半期 2,029 1,283 63.2 99,914 90

19年３月期第１四半期 1,743 1,128 64.7 87,784 25

19年３月期 2,107 1,303 61.8 101,465 60

(3）連結キャッシュ・フローの状況  

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期第１四半期 31 △12 △39 991

19年３月期第１四半期 38 △3 347 890

19年３月期 240 △83 347 1,012

２．配当の状況 

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末

円　　銭

19年３月期第１四半期 　　　 　－　　－

20年３月期第１四半期 　　　 　－　　－

３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日  ～  平成20年３月31日）

 （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 2,150 12.3 130 △13.1 130 △3.7 50 △31.8 3,891 05

通期 4,600 14.8 400 △0.1 400 2.7 200 △5.0 15,564 20
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2）四半期連結財務諸表の作成基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　中間連結財務諸表作成基準

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　有

（注）詳細は、14ページ「四半期連結財務諸表作成のための重要な事項の変更」をご覧ください。

(4）会計監査人の関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　無

 

５．個別業績の概要（平成19年４月１日  ～  平成19年６月30日）

(1）個別経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第１四半期 974 7.2 81 5.0 82 32.4 46 28.6

19年３月期第１四半期 908 － 77 － 62 － 36 －

19年３月期 3,874 － 421 － 409 － 230 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭

20年３月期第１四半期 3,609 79

19年３月期第１四半期 2,886 90

19年３月期 18,024 13

(2）個別財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第１四半期 2,026 1,327 65.4 103,298 68

19年３月期第１四半期 1,723 1,125 65.2 87,596 28

19年３月期 2,075 1,319 63.6 102,688 88

６．平成20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日  ～  平成20年３月31日）

 　 （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中間期 2,080 12.0 180 14.4 180 26.7 100 24.5 7,782 10

通期 4,350 12.2 450 6.8 450 9.8 250 8.6 19,455 25

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１. 平成19年５月14日に公表しました連結及び個別の業績予想は、中間期、通期とも変更はありません。

２. なお、既に公表しております業績見通し等の将来に関する記述は、現時点での入手可能な情報に基づき判断した

　　見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、予想数値と異な

　　る場合がございます。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

    当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、企業収益が高水準で推移し、設備投資も増加し続ける拡大

  局面にありました。

    このような状況のもと、当社グループの売上高は、前年同期比 7.3％増収の 1,008百万円と順調に推移いたし

　ました。　

　　分野別の売上の状況につきましては、特許分野が、バイオを中心に化学・自動車・機械関連の出願用明細書の

　受注が増加し、売上高は前年同期比13.3％増の 388百万円となりました。医薬分野では、メガファーマからの翻

　訳受注が増加したのに加え、新薬申請の翻訳プロジェクトも受注できたため、売上高は前年同期比23.9％増の

　 313百万円となりました。工業分野では、自動車関連企業からの大型案件が一巡したことから、売上高は前年同

　期比12.8％減の 186百万円となりました。金融分野では、ディスクロージャー関連の翻訳受注は堅調に推移して

　いるものの、一部顧客のプロジェクト案件が終了したため、売上高は前年同期比10.3％減の 100百万円となりま

　した。 

　　営業利益につきましては、平成18年11月に設立・営業を開始いたしました米国子会社（HC Language Solutions,

　Inc.）が先行投資の時期であることから、前年同期比28.6％減の53百万円となりました。なお、米国子会社は、

　メディアコンテンツ関連を中心に売上を伸ばしており、当初計画通りに推移しております。

　　経常利益は同様の要因から、前年同期比10.1％減の54百万円となりました。この結果、四半期純利益は前年同

　期比44.3％減の19百万円となりましたが、売上・利益ともに当初計画通り推移いたしました。

 

２．連結財政状態に関する定性的情報

 　 当第１四半期における総資産は、 2,029百万円となり、前連結会計年度末と比べ77百万円減少いたしました。

　主な要因は、受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。負債合計は 745百万円となり、前連結会計年

　度に比べ57百万円減少いたしました。主な要因は、未払法人税等が減少したことによるものです。純資産は

  1,283百万円となり、前連結会計年度と比べ19百万円減少いたしました。

　（キャッシュ・フローの状況）

　　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は 991百万円となり、前連結会計年度末と比較

  して20百万円の減少となりました。

　　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、31百万円の収入となりました。主な要因は、税金等調整前四半期

　純利益54百万円に対し、法人税等の支払額などの資金減少要因があった一方で、売掛債権の減少などの資金増加

　要因があったことによるものです。

　　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、12百万円の支出となりました。主な要因は、無形固定資産の取得

　による支出によるものです。

　　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、39百万円の支出となりました。主な要因は、配当金の支払額38百

　万円等によるものです。

 

３．業績予想に関する定性的情報

 　 当第1四半期につきましては、ほぼ計画に沿った業績で推移しており、現時点では平成19年5月14日発表の通期

　連結業績予想に変更はありません。

 

４. その他

 　 該当事項はありません。
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５．四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

  
前第１四半期連結会計期間末

（平成18年６月30日）
当第１四半期連結会計期間末

（平成19年６月30日）
前連結会計年度末

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金  958,536  771,935  789,432  

２．受取手形及び売掛金 ※２ 468,774  535,074  606,444  

３．有価証券  －  300,000  300,000  

４．たな卸資産  29,543  43,463  32,530  

５．繰延税金資産  46,200  54,907  54,136  

６．その他  28,404  35,695  38,266  

貸倒引当金  △619  △415  △459  

流動資産合計  1,530,839 87.8 1,740,661 85.8 1,820,351 86.4

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産 ※１ 43,452 2.5 86,728 4.3 91,577 4.3

２．無形固定資産  18,077 1.0 20,309 1.0 14,513 0.7

３．投資その他の資産        

(1）差入保証金  85,259  107,336  106,940  

(2）繰延税金資産  44,413  48,855  48,855  

(3）その他  22,570  26,210  25,714  

貸倒引当金  △717  △778  △778  

投資その他の資産合計  151,526 8.7 181,623 8.9 180,731 8.6

固定資産合計  213,055 12.2 288,661 14.2 286,822 13.6

資産合計  1,743,895 100.0 2,029,323 100.0 2,107,173 100.0
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前第１四半期連結会計期間末

（平成18年６月30日）
当第１四半期連結会計期間末

（平成19年６月30日）
前連結会計年度末

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金  269,846  296,629  309,848  

２. 未払金  117,188  169,047  91,799  

３．未払法人税等  26,540  36,351  121,680  

４．賞与引当金  30,682  39,177  63,612  

５. 役員賞与引当金  －  6,000  16,500  

６．その他  ※３ 69,370  77,533  82.432  

流動負債合計  513,627 29.4 624,738 30.8 685,872 32.5

Ⅱ　固定負債        

１．退職給付引当金  31,539  39,467  36,164  

２．役員退職慰労引当金  70,700  70,700  70,700  

３. 長期未払金  －  10,510  10,604  

固定負債合計  102,239 5.9 120,677 6.0 117,468 5.6

負債合計  615,867 35.3 745,416 36.8 803,341 38.1

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金  386,000 22.1 386,000 19.0 386,000 18.3

２．資本剰余金  276,380 15.9 276,380 13.6 276,380 13.1

３．利益剰余金  465,647 26.7 622,466 30.7 641,811 30.5

株主資本合計  1,128,027 64.7 1,284,846 63.3 1,304,191 61.9

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．為替換算調整勘定  － － △939 △0.1 △358 △0.0

評価・換算差額等合計  － － △939 △0.1 △358 △0.0

純資産合計  1,128,027 64.7 1,283,906 63.2 1,303,832 61.9

負債純資産合計  1,743,895 100.0 2,029,323 100.0 2,107,173 100.0
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(2）四半期連結損益計算書

  
前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  939,638 100.0 1,008,255 100.0 4,006,728 100.0

Ⅱ　売上原価  486,327 51.8 529,171 52.5 2,087,353 52.1

売上総利益  453,310 48.2 479,083 47.5 1,919,375 47.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 377,706 40.2 425,149 42.2 1,518,868 37.9

営業利益  75,604 8.0 53,934 5.3 400,506 10.0

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息及び配当金  8  91  347  

２．有価証券利息  －  462  712  

３．債務勘定整理益  －  －  2,864  

４．その他  547  520  632  

　　　営業外収益合計  556 0.1 1,074 0.1 4,557 0.1

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  －  329  112  

２．上場関連費用  14,795  －  14,795  

３. 新株発行費用  741  －  －  

４．株式交付費  －  －  741  

５．その他  30  241  －  

営業外費用合計  15,567 1.6 571 0.0 15,648 0.4

　　　経常利益  60,593 6.5 54,437 5.4 389,415 9.7

Ⅵ　特別利益        

１．貸倒引当金戻入  53  44  14  

　　特別利益合計  53 0.0 44 0.0 14 0.0

Ⅶ　特別損失  － － － － － －

税金等調整前四半期（当期）
純利益

 60,647 6.5 54,481 5.4 389,429 9.7

法人税、住民税及び事業税  26,116 2.8 35,277 3.5 178,734 4.4

四半期（当期）純利益  34,531 3.7 19,204 1.9 210,695 5.3
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(3）四半期連結株主資本等変動計算書

前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日　残高
（千円）

233,000 42,980 476,416 752,396

第１四半期連結会計期間中の変動
額

新株の発行 153,000 233,400  386,400

剰余金の配当（注）   △23,300 △23,300

役員賞与（注）   △22,000 △22,000

四半期純利益   34,531 34,531

株主資本以外の項目の第１四半
期連結会計期間中の変動額（純
額）

    

第１四半期連結会計期間中の変動
額合計（千円）

153,000 233,400 △10,768 375,631

平成18年６月30日　残高
（千円）

386,000 276,380 465,647 1,128,027

評価・換算差額等
純資産合計

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成18年３月31日　残高
（千円）

－ － 752,396

第１四半期連結会計期間中の変動
額

新株の発行   386,400

剰余金の配当（注）   △23,300

役員賞与（注）   △22,000

四半期純利益   34,531

株主資本以外の項目の第１四半
期連結会計期間中の変動額（純
額）

－ － －

第１四半期連結会計期間中の変動
額合計（千円）

－ － 375,631

平成18年６月30日　残高
（千円）

－ － 1,128,027

（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当第１四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成19年３月31日　残高
（千円）

386,000 276,380 641,811 1,304,191

第１四半期連結会計期間中の変動
額

新株の発行    －

剰余金の配当（注）   △38,550 △38,550

四半期純利益   19,204 19,204

株主資本以外の項目の第１四半
期連結会計期間中の変動額（純
額）

    

第１四半期連結会計期間中の変動
額合計（千円）

－ － △19,345 △19,345

平成19年６月30日　残高
（千円）

386,000 276,380 622,466 1,284,846

評価・換算差額等
純資産合計

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成19年３月31日　残高
（千円）

△358 △358 1,303,832

第１四半期連結会計期間中の変動
額

新株の発行   －

剰余金の配当（注）   △38,550

四半期純利益   19,204

株主資本以外の項目の第１四半
期連結会計期間中の変動額（純
額）

△580 △580 △580

第１四半期連結会計期間中の変動
額合計（千円）

△580 △580 △19,926

平成19年６月30日　残高
（千円）

△939 △939 1,283,906

 （注）　平成19年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日　残高（千円） 233,000 42,980 476,416 752,396

連結会計年度中の変動額

新株の発行 153,000 233,400  386,400

剰余金の配当（注）   △23,300 △23,300

役員賞与（注）   △22,000 △22,000

当期純利益   210,695 210,695

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

    

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

153,000 233,400 165,395 551,795

平成19年３月31日　残高（千円） 386,000 276,380 641,811 1,304,191

評価・換算差額等
純資産合計

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成18年３月31日　残高（千円） － － 752,396

連結会計年度中の変動額

新株の発行   386,400

剰余金の配当（注）   △23,300

役員賞与（注）   △22,000

当期純利益   210,695

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

△358 △358 △358

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

△358 △358 551,436

平成19年３月31日　残高（千円） △358 △358 1,303,832

（注）　平成19年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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(4）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  

前第１四半期連結会計期間

 （自　平成18年４月１日

至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間

 （自　平成19年４月１日

至　平成19年６月30日）

前連結会計年度

 （自　平成18年４月１日

至　平成19年３月31日）

区分
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前四半期（当期）純利益  60,647 54,481 389,429

減価償却費  4,914 7,299 21,937

貸倒引当金の増加額  △93 △44 △192

受取利息及び配当金  △8 △553 △1,060

支払利息  － 329 112

上場関連費用  14,795 － 14,795

新株発行費用  741 － －

株式交付費  － － 741

保険解約益  － △510 －

賞与引当金の増減額  △17,288 △16,870 16,500

役員賞与引当金の増減額  － △10,500 15,641

役員退職慰労引当金の増加額  3,500 － 3,500

退職給付引当金の増加額  1,308 3,303 5,933

売上債権の増減額  42,368 71,291 △95,363

たな卸資産の増加額  △2,753 △10,940 △5,741

仕入債務の増減額  △9,712 △13,162 30,289

役員賞与支払額  △22,000 － △22,000

その他  44,693 63,855 22,678

小計  121,112 147,978 397,201

利息及び配当金の受取額  8 553 1,060

利息の支払額  － △329 △112

法人税等の支払額  △83,038 △116,649 △157,648

 営業活動によるキャッシュ・フロー  38,081 31,553 240,501

     

㈱翻訳センター（2483）平成 20 年３月期　第１四半期財務・業績の概況

－ 10 －



  

前第１四半期連結会計期間

 （自　平成18年４月１日

至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間

 （自　平成19年４月１日

至　平成19年６月30日）

前連結会計年度

 （自　平成18年４月１日

至　平成19年３月31日）

区分
注記

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー     

 定期預金の預入による支出  △3,000 △3,008 △11,505

有形固定資産の取得による支出  △1,619 △623 △44,750

無形固定資産の取得による支出  － △7,975 △2,100

貸付金による支出  － － △400

貸付金の回収による収入  － 47 111

差入保証金の返還による収入  － － 1,401

その他投資の取得による支出  △932 △1,561 △26,414

その他投資の売却による収入  1,575 1,107 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー  △3,976 △12,013 △83,656

     

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー     

株式発行による収入  386,400 － 386,400

上場に伴う支出  △14,795 － △14,795

新株発行に伴う支出  △741 － △741

リース債務の減少による支出  － △1,240 －

配当金の支払額  △23,300 △38,550 △23,300

財務活動によるキャッシュ・フロー  347,563 △39,790 347,563

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る為替換算

　 差額
 － △254 △348

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額  381,668 △20,505 504,059

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  508,358 1,012,418 508,358

 Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末（期

　 末）残高
 ※１ 890,027 991,912 1,012,418
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四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１．連結の範囲に関する事項 　連結子会社の数　　　１社 

　主要な連結子会社の名称

　　㈱国際事務センター

　連結子会社の数　　　２社 

　主要な連結子会社の名称

　　㈱国際事務センター

 　　HC Language Solutions,Inc.

  連結子会社の数　　　２社 

　主要な連結子会社の名称

  　㈱国際事務センター

 　  HC Language Solutions,Inc.

   上記のうち 、HC Language 

 Solutions,Inc.については当連結

 会計年度において新たに設立した

 ため、連結範囲に含めております。

２．持分法の適用に関する事

項

  該当事項はありません。

 

同左

 

同左

 

３．連結子会社の四半期決算

日（決算日）等に関する

事項

  連結子会社の事業年度の末日は

連結決算日と一致しております。

  連結子会社のうちHC Language

Solutions,Inc.の第１四半期決算

日は、３月31日であります。

  連結財務諸表の作成に当たって

は、同決算日現在の財務諸表を使

用しております。ただし、４月１

日から第１四半期連結決算日６月

30日までの期間に発生した重要な

取引については、連結上必要な調

整を行っております。

  連結子会社のうちHC Language

Solutions,Inc.の決算日は、12月

31日であります。

  連結財務諸表の作成に当たって

は、同決算日現在の財務諸表を使

用しております。ただし、１月１

日から連結決算日３月31日までの

期間に発生した重要な取引につい

ては、連結上必要な調整を行って

おります。

４．会計処理基準に関する事

項

　(1)重要な資産の評価基準

 　及び評価方法

 

 

イ.　　　──────

 

 

イ. 有価証券

 　　満期保有目的の債券

 　 　償却原価法（定額法）を採

　　用しております。

 

 

イ. 有価証券

同左

  ロ. たな卸資産

 　 仕掛品

 　　 個別法による原価法

 ロ. たな卸資産

同左

 ロ. たな卸資産

 同左 

 (2)重要な減価償却資産の

 　減価償却方法

 イ. 有形固定資産

 　 定率法を採用しております。

 　 なお、主な耐用年数は以下の

　とおりであります。

 　 建物　　　　　　　　15年

 　  器具及び備品　　３～15年

 　　車両運搬具　　　２～６年

 ロ. 無形固定資産

 　　当社及び連結子会社は定額法

　 を採用しております。

 　　なお、自社利用のソフトウエ

　 アについては、社内における利

　 用可能期間（５年）に基づいて

　 おります。

 イ. 有形固定資産

 　 当社及び国内連結子会社は定

  率法を、また、在外連結子会社

　は定額法を採用しております。

 　 建物　　　　　　　　15年

  　 器具及び備品　　３～15年

 　　車両運搬具　　　２～６年

 ロ. 無形固定資産

 同左

 イ. 有形固定資産

 同左

  

 

 

 

 

 ロ. 無形固定資産

同左
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項目
前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 (3) 重要な引当金の計上

 　 基準

 イ. 貸倒引当金

 　債権の貸倒れによる損失に備

 　えるため一般債権については貸

 　倒実績率により、貸倒懸念債権

 　等特定の債権については個別に

 　 回収可能性を勘案し、回収不能

 　 見込額を計上しております。

 イ. 貸倒引当金 

同左

 イ. 貸倒引当金 

　同左

   ロ. 賞与引当金

 　　従業員の賞与支給に備えて、

 　賞与支給見込額の当連結会計期

 　間負担額を計上しております。

  ロ. 賞与引当金

 同左

 

 

  ロ. 賞与引当金

　　 従業員の賞与支給に備えて、

 　賞与支給見込額の当連結会計年

 　度負担額を計上しております。

 　ハ. 　　 ──────

 

 

 

ハ. 役員賞与引当金

 　　役員賞与の支給に備えて、当

 　連結会計期間における支給見込

 　額に基づき計上しております。

ハ. 役員賞与引当金

   役員賞与の支給に備えて、当

   連結会計年度における支給見込

　 額に基づき計上しております。

 

 （会計方針の変更）

 　　役員賞与については、従来、

　 利益処分により利益剰余金の減

　 少として処理しておりましたが、

　 当連結会計年度から「役員賞与

　 に関する会計基準」（企業会計

　 基準第４号　平成17年11月29日）

 　を適用し、発生した会計年度の

　 費用として処理しております。

 　　これにより、営業利益、経常

　 利益及び税金等調整前当期純利

　 益はそれぞれ16,500千円減少し

　 ております。

  ニ. 退職給付引当金　 

 　　従業員の退職給付に備えるた

　 め、当連結会計期間末における

　 退職給付債務の見込額に基づき

　 計上しております。　

 ニ. 退職給付引当金

  同左

 ニ.退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備えるた

　め、当連結会計年度末における

  退職給付債務の見込額に基づき

  計上しております。

  ホ. 役員退職慰労引当金

 　　役員の退職慰労金の支給に備

　 えるため、当社内規に基づく当

　 連結会計期間末の要支給額を計

　 上しております。

 　　なお、当社において当制度は

　 平成18年６月９日開催の取締役

　 会において廃止となり、「役員

　 退職慰労引当金」は制度廃止日

　 に在任している役員に対する支

　 給予定額であります。

 ホ. 役員退職慰労引当金

 同左

 

 

 

 

 ホ. 役員退職慰労引当金

　　 役員の退職慰労金の支給に備

　 えるため、当社内規に基づく当

　 連結会計年度末の要支給額を計

　 上しております。

     なお、当社において当制度は

　 平成18年６月９日開催の取締役

　 会において廃止となり、「役員

　 退職慰労引当金」は制度廃止日

　 に在任している役員に対する支

　 給予定額であります。
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項目
前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 (4）重要なリース取引の

 　 　処理方法

　　リース物件の所有権が借主に

 　移転すると認められるもの以外

   のファイナンス・リース取引に

   ついては、通常の賃貸借取引に

　 係る方法に準じた会計処理に

   よっております。

 

同左

 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

 

 

 

 

 　 在外連結子会社では、当該国

  の会計処理基準に準拠し、通常

 　の売買取引に準じた会計処理に

 　よっております。

同左 

 

 

 

 

 

 

 (5）その他四半期連結財務

 　 　諸表（連結財務諸表）

 　　 作成のための基本とな

 　 　る重要な事項

イ. 消費税等の会計処理

 　税抜方式によっております。

ロ. 法人税、住民税及び事業税の

  会計処理　

 　　法人税、住民税及び事業税は、

　 税金等調整前第１四半期純利益

　 に年間予想税金負担率を乗じて

　 計算しております。　　 

イ. 消費税等の会計処理

同左

ロ. 法人税、住民税及び事業税の 

  会計処理　 

 同左 

イ. 消費税等の会計処理

同左 

ロ. 法人税、住民税及び事業税の 

  会計処理　 

────── 

５. 連結子会社の資産及び 

 　　負債の評価方法に関す

 　　る事項

　　連結子会社の資産及び負債の

  評価については全面時価評価法

  を採用しております。

同左

 

 

同左 

 

 

６．四半期連結キャッシュ・

フロー計算書（連結

キャッシュ・フロー計算

書）における資金の範囲

 　 手許現金、随時引き出し可能

　な現金及び容易に換金可能であ

　り、かつ、価値の変動について

　僅少なリスクしか負わない取得

　日から３ヶ月以内に償還期限の

　到来する短期投資からなってお

　ります。

同左 同左

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

項目
前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 　貸借対照表の純資産の部

 　 の表示に関する会計基準

  当第１四半期連結会計期間より、

「貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準」（企業会計基準第

５号　平成17年12月９日）及び「貸

借対照表の純資産の部の表示に関す

る会計基準等の適用指針」（企業会

計基準適用指針第８号平成17年12月

９日）を適用しております。これに

よる従来の資本の部に与える影響は

ありません。

　　　　　 ──────   当連結会計年度より、「貸借対照

表の純資産の部の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第５号　平成

17年12月９日）及び「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準

等の適用指針」（企業会計基準適用

指針第８号平成17年12月９日）を適

用しております。

 これまでの資本の部の合計に相当す

る金額は1,303,832千円でありま

す。

　なお、当連結会計年度における貸

借対照表の純資産の部については、

連結財務諸表規則の改正に伴い、改

正後の連結財務諸表規則により作成

しております。

 　減価償却の方法の変更

 

  ──────   当第１四半期連結会計期間から

法人税法の改正に伴い、平成19年

４月１日以降取得の有形固定資産

については、改正法人税法に規定

する償却方法により、減価償却費

を計上しております。

　なお、この変更に伴う営業利益、

経常利益、税金等調整前四半期純

利益及び四半期純利益に与える影

響額は軽微であります。 

 ──────
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　（表示方法の変更）

前第１四半期連結会計期間

（自　平成18年４月１日

至　平成18年６月30日）　

当第１四半期連結会計期間

（自　平成19年４月１日

至　平成19年６月30日）　　　

前連結会計年度 

（自　平成18年４月１日 

至　平成19年３月31日）  

────── ──────   当連結会計年度より、「繰延資産の会計処

理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委

員会　平成18年８月11日　実務対応報告第19

号）を適用しております。

　これにより、下記のとおり表示方法を変更

しております。

　

　（損益計算書）

　前連結会計年度において、営業外費用で表

示しておりました「新株発行費用」は、当連

結会計年度より「株式交付費」として表示し

ております。

 

　（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前連結会計年度において、営業活動によ

るキャッシュ・フローで表示しておりました

「新株発行費用」は、当連結会計年度より

「株式交付費」として表示しております。
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(5）注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

前第１四半期連結会計期間末
（平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間末
（平成19年６月30日）

前連結会計年度
（平成19年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 

 　　　　　　　　　　　　26,014千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額  

                         42,473千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額  

 　                      37,385千円

※２　 　　　　────── ※２　連結会計期間末日満期手形 

 　　　連結会計期間末日満期手形の会計処理

　　 については、手形交換日をもって決済処

　　 理をしております。

　　　 なお、当連結会計期間末日が金融機関

     の休日であったため、次の連結会計期間

     末日満期手形が連結会計期間末残高に含

     まれております。

 　　　受取手形　　　　　　 294千円

※２　連結会計年度末日満期手形  

 同左

 

 

 

 

 

 

 　　　受取手形　　　　　　 292千円

※３　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺

　　のうえ、金額的に重要性が乏しいため、

　　流動負債の「その他」に含めて表示して

　　おります。 

※３　 　　　　　　同左 ※３　 　　　　────── 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。 

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。  

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。  

 役員報酬 25,312千円

 従業員給与手当 149,841千円

 賞与  19,455千円

 賞与引当金繰入額  31,149千円

 役員賞与引当金繰入額 － 

 役員退職慰労引当金

 繰入額

 3,500千円

 退職給付費用  2,874千円

 法定福利費  22,279千円

 減価償却費  4,914千円

 地代家賃  25,928千円

 支払手数料  17,600千円

 役員報酬 27,141千円

 従業員給与手当 179,143千円

 賞与 7,832千円

 賞与引当金繰入額  35,792千円

 役員賞与引当金繰入額 6,000千円

 役員退職慰労引当金

 繰入額

－　

 退職給付費用 3,474千円

 法定福利費 28,524千円

 減価償却費 7,299千円

 地代家賃 34,492千円

 支払手数料 23,361千円

 役員報酬 98,875千円

 従業員給与手当 625,232千円

 賞与  117,362千円

 賞与引当金繰入額  49,842千円

 役員賞与引当金繰入額 　 16,500千円

 役員退職慰労引当金

 繰入額

 3,500千円

 退職給付費用  10,165千円

 法定福利費  110,678千円

 減価償却費  21,937千円

 地代家賃  108,730千円

 支払手数料  71,244千円
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（四半期連結株主資本等変動計算書関係）

 　　前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）

 　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

増加株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

減少株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

末株式数

（１株）

発行済株式

普通株式 11,650 1,200 － 12,850

合計 11,650 1,200 － 12,850

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

  （注） 発行済株式における普通株式の当連結会計期間増加株式数は、増資に伴う新株発行によるものであります。

 　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 　　　　　該当事項はありません。

 　　３. 配当に関する事項

 　　　 （1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成18年６月28日

定時株主総会
普通株式 23,300 2,000 平成18年３月31日 平成18年６月28日

　　　　 (2）基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第１四半期連結会計期間末

　　　　　   後となるもの

 　 　　　 　　該当事項はありません。

 

　　 当第１四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）

 　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

増加株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

減少株式数

（１株）

当第１四半期連結会計期間

末株式数

（１株）

発行済株式

普通株式 12,850 － － 12,850

合計 12,850 － － 12,850

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 　　　　　該当事項はありません。

 　　３. 配当に関する事項

 　　　 （1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成19年６月27日

定時株主総会
普通株式 38,550 3,000 平成19年３月31日 平成19年６月28日

　　　　 (2）基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第１四半期連結会計期間末

　　　　　　 後となるもの

 　　　　　　　該当事項はありません。
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 　　前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株式数

（１株）

当連結会計年度増加株式数

（１株）

当連結会計年度減少株式数

（１株）

当連結会計年度末株式数

（１株）

発行済株式

普通株式 11,650 1,200 － 12,850

合計 11,650 1,200 － 12,850

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 　 （注） 発行済株式における普通株式の当連結会計期間増加株式数は、増資に伴う新株発行によるものであります。

 　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 　　　　　該当事項はありません。

 　　３. 配当に関する事項

 　　　 （1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成18年６月28日

定時株主総会
普通株式 23,300 2,000 平成18年３月31日 平成18年６月28日

 　　　　(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）
配当の原資 

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成19年６月27日

定時株主総会
普通株式 38,550  　利益剰余金 3,000 平成19年３月31日 平成19年６月28日
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と四半

　　期連結貸借対照表に掲記されている科目

　　の金額との関係 

 　　　　　　　　（平成18年６月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と四半

　　期連結貸借対照表に掲記されている科目

　　の金額との関係  

 　　　　　　　　（平成19年６月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額

　　との関係  

 　　　　　　　　（平成19年３月31日現在）

現金及び預金勘定 958,536千円

預入期間が３ヶ月を 

超える定期預金 

 　 

△68,509千円

預金及び現金同等物 890,027千円

現金及び預金勘定 771,935千円

預入期間が３ヶ月を 

超える定期預金 

△80,022千円

３ヶ月以内満期

コマーシャル・ペーパー 

 300,000千円

預金及び現金同等物  991,912千円

現金及び預金勘定 789,432千円

預入期間が３ヶ月を 

超える定期預金 

△77,014千円

　

３ヶ月以内満期

コマーシャル・ペーパー 

 300,000千円

預金及び現金同等物  1,012,418千円

（リース取引関係）

前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

当連結会計年度

（自　平成18年４月１日

至　平成19年３月31日）

　 リース物件の所有権が借主に移転すると

 　 認められるもの以外のファイナンス・

 　 リース取引

 リース物件の所有権が借主に移転すると

  認められるもの以外のファイナンス・

  リース取引

 リース物件の所有権が借主に移転すると

  認められるもの以外のファイナンス・

  リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

　(1）リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額、減損損失累計額相当額

及び期末残高相当額

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
21,037 6,896 14,141

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
19,774 7,398 12,375

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
16,674 6,202 10,471

(2）未経過リース料四半期末残高相当額等

 　　　未経過リース料期末残高相当額

(2）未経過リース料四半期末残高相当額等

 　　　未経過リース料期末残高相当額

　(2）未経過リース料期末残高相当額等

      未経過リース料期末残高相当額

１年内 4,662千円

１年超      9,584千円

合計       14,246千円

１年内 4,492千円

１年超      8,047千円

合計       12,540千円

１年内 4,158千円

１年超      6,458千円

合計       10,616千円

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当

額及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当

額及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当

額及び減損損失

支払リース料      1,365千円

減価償却費相当額      1,314千円

支払利息相当額    68千円

支払リース料      1,250千円

減価償却費相当額      1,196千円

支払利息相当額    73千円

支払リース料      5,178千円

減価償却費相当額      4,983千円

支払利息相当額    252千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

 　　 リース期間を耐用年数とし残存価額を

　　零にする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

 　　 リース料総額とリース物件の取得価額

　　相当額との差額を利息相当額とし、各期

　　への配分方法については利息法によって

　　おります。

 　（減損損失について）　　

 　　  リース資産に配分された減損損失はあ

　　 りません。

(5）利息相当額の算定方法

同左

 

 

 

（減損損失について）　　

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

 

 

 

 　（減損損失について）　　

同左
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（有価証券関係）

前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

 
四半期連結貸借対照表計上額

　　　　　　　　　　　（千円）

　（1）満期保有目的の債券

　　　　 コマーシャル・ペーパー 

 

300,000 

 

前連結会計年度（自　平成18年４月１日平成19年３月31日）

時価評価されていない主な有価証券の内容

 連結貸借対照表計上額（千円）

　（1）満期保有目的の債券

　　　　 コマーシャル・ペーパー 

 

300,000 

 

（デリバティブ取引関係）

前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）、当第１四半期連結会計期間

（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）及び前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成

19年３月31日）

 

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。　

 

（セグメント情報）

１.事業の種類別セグメント情報

 　　　　　　前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）、当第１四半期連結会計

　　 　　　期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）及び前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至

　　　　 　平成19年３月31日）において、翻訳事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

２.所在地別セグメント情報

　　　　　　 前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）において、本邦以外の国

　　　　　 又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店はないため、該当事項はありません。

　　 当第１四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）及び前連結会計年度（自

 　平成18年４月１日　至平成19年３月31日）において、本邦の売上高及び資産の金額は全セグメントの売上

　 高の合計及び全セグメントの資産金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグ

　 メント情報の記載を省略しております。

３.海外売上高

　　　　　　 前第１四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）、当第１四半期連結会計

　　 　　　期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）及び前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至

　　　　 　平成19年３月31日）において、海外売上高はいずれも連結売上高の10％未満のため、記載を省略しており

　　　　　 ます。
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（１株当たり情報）

前第１四半期連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり純資産額 87,784円25銭

１株当たり四半期純利

益金額
2,764円05銭

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額
2,457円22銭

１株当たり純資産額 99,914円90銭

１株当たり四半期純利

益金額
1,494円49銭

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額
1,375円95銭

１株当たり純資産額 101,465円60銭

１株当たり当期純利益

金額
16,510円88銭

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額
14,885円92銭

　（注）　１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
   

四半期（当期）純利益（千円） 34,531 19,204 210,695

普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ － －

普通株式に係る四半期（当期）

純利益（千円）
34,531 19,204 210,695

期中平均株式数（株） 12,493 12,850 12,761

    

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
   

四半期（当期）純利益調整額（千

円）
－ － －

普通株式増加数（株） 1,560 1,107 1,393

（うち新株予約権） (1,560)  （1,107） (1,393)

（重要な後発事象）

 　　　 該当事項はありません。
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６．四半期個別財務諸表

(1）四半期貸借対照表

  
前第１四半期会計期間末
（平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成19年６月30日）

前事業年度末
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金  918,824  691,729  652,007  

２．受取手形及び売掛金 ※３ 459,966  515,611  593,113  

３．有価証券  －  300,000  300,000  

４．たな卸資産  28,928  37,062  28,775  

５．繰延税金資産  46,200  53,140  53,140  

６．その他 ※２ 28,469  32,037  56,438  

貸倒引当金  △567  △319  △370  

流動資産合計  1,481,822 86.0 1,629,261 80.4 1,683,105 81.1

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産 ※１ 41,101 2.4 44,867 2.2 47,220 2.3

２．無形固定資産  17,758 1.0 19,990 1.0 14,194 0.6

３．投資その他の資産        

(1）差入保証金  79,089  100,621  100,220  

(2）関係会社株式  38,480  157,770  157,770  

(3）繰延税金資産  44,413  48,855  48,855  

(4）その他  22,050  26,210  25,117  

貸倒引当金  △717  △778  △778  

投資その他の資産合計  183,316 10.6 332,678 16.4 331,184 16.0

固定資産合計  242,175 14.0 397,537 19.6 392,600 18.9

資産合計  1,723,998 100.0 2,026,798 100.0 2,075,705 100.0
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前第１四半期会計期間末
（平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成19年６月30日）

前事業年度末
（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金  261,515  280,642  295,596  

２．未払金  117,188  160,056  84,358  

３．未払法人税等  26,540  36,306  121,500  

４．賞与引当金  30,145  38,577  61,380  

５．役員賞与引当金  －  6,000  16,500  

６. その他  62,087  69,321  71,386  

流動負債合計  497,476 28.9 590,904 29.2 650,720 31.3

Ⅱ　固定負債        

１．退職給付引当金  30,210  37,806  34,732  

２．役員退職慰労引当金  70,700  70,700  70,700  

固定負債合計  100,910 5.9 108,506 5.4 105,432 5.1

負債合計  598,386 34.8 699,410 34.6 756,153 36.4

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金  386,000 22.4 386,000 19.0 386,000 18.6

２．資本剰余金  276,380 16.0 276,380 13.6 276,380 13.3

３．利益剰余金  463,232 26.8 665,008 32.8 657,172 31.7

株主資本合計  1,125,612 65.2 1,327,388 65.4 1,319,552 63.6

純資産合計  1,125,612 65.2 1,327,388 65.4 1,319,552 63.6

負債純資産合計  1,723,998 100.0 2,026,798 100.0 2,075,705 100.0
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(2）四半期損益計算書

  
前第１四半期会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  908,106 100.0 974,302 100.0 3,874,858 100.0

Ⅱ　売上原価  472,122 52.0 514,221 52.8 2,024,842 52.3

売上総利益  435,984 48.0 460,080 47.2 1,850,015 47.7

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１ 358,244 39.4 378,423 38.8 1,428,826 36.9

営業利益  77,739 8.6 81,657 8.4 421,189 10.8

Ⅳ　営業外収益        

 １. 受取利息及び配当金  8  91  334  

 ２. 有価証券利息  －  462  712  

 ３. 債務勘定整理益  －  －  2,864  

 ４．為替差益  －  126  －  

 ５. その他  0  0  5  

 　　営業外収益合計  9 0.0 680 0.1 3,917 0.1

Ⅴ　営業外費用        

 １. 上場関連費用  14,795  －  14,795  

 ２. 新株発行費用  741  －  －  

 ３. 株式交付費  －  －  741  

 ４. その他  30  －  24  

　　 営業外費用合計  15,567 1.7 － － 15,561 0.4

経常利益  62,182 6.9 82,337 8.5 409,545 10.5

Ⅵ　特別利益        

 １. 貸倒引当金戻入  －  51  11  

 　　特別利益合計  － － 51 0.0 11 0.0

Ⅶ　特別損失  － － － － － －

税引前四半期（当期）純
利益

 62,182 6.9 82,388 8.5 409,556 10.5

法人税、住民税及び事業
税

 26,116 2.9 36,003 3.7 179,550 4.6

四半期（当期）純利益  36,066 4.0 46,385 4.8 230,005 5.9
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(3）四半期株主資本等変動計算書

前第１四半期会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年６月30日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 純資産合計

平成18年３月31日残高(千円) 233,000 42,980 472,466 748,446 748,446

第1四半期会計期間中の変動額

新株の発行 153,000 233,400  386,400 386,400

剰余金の配当（注）   △23,300 △23,300 △23,300

役員賞与（注）   △22,000 △22,000 △22,000

四半期純利益   36,066 36,066 36,066

株主資本以外の項目の第1四半期
会計期間中の変動額（純額）

    －

第1四半期会計期間中の変動額合計
（千円）

153,000 233,400 △9,233 377,166 377,166

平成18年６月30日残高(千円) 386,000 276,380 463,232 1,125,612 1,125,612

（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

 

 　　 当第１四半期会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 純資産合計

平成19年３月31日残高(千円) 386,000 276,380 657,172 1,319,552 1,319,552

第1四半期会計期間中の変動額

新株の発行    － －

剰余金の配当（注）   △38,550 △38,550 △38,550

四半期純利益   46,385 46,385 46,385

株主資本以外の項目の第1四半期
会計期間中の変動額（純額）

    －

第1四半期会計期間中の変動額合計
（千円）

  7,835 7,835 7,835

平成19年６月30日残高(千円) 386,000 276,380 665,008 1,327,388 1,327,388

（注）　平成19年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

 

 　　前事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）　　

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 純資産合計

平成18年３月31日残高(千円) 233,000 42,980 472,466 748,446 748,446

事業年度中の変動額

新株の発行 153,000 233,400  386,400 386,400

剰余金の配当（注）   △23,300 △23,300 △23,300

役員賞与（注）   △22,000 △22,000 △22,000

当期純利益   230,005 230,005 230,005

株主資本以外の項目の事業年度中
の変動額（純額）

    －

事業年度中の変動額合計（千円） 153,000 233,400 184,705 571,105 571,105

平成19年３月31日残高(千円) 386,000 276,380 657,172 1,319,552 1,319,552

 （注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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　（重要な会計方針）

項目
前第１四半期会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１.有価証券の評価基準及び

 　 評価方法

 

(1) 　　  ──────

 

 

 (2)子会社株式

 　　 移動平均法に基づく原価法

(1)満期保有目的の債券

　　 償却原価法（定額法）を採用

 　 しております。

 (2)子会社株式

同左

(1)満期保有目的の債券

同左

 

 (2)子会社株式

 同左 

２.たな卸資産の評価基準及 

　 び評価方法 

　　仕掛品

 　  個別法による原価法

　　仕掛品

同左

　　仕掛品

 同左 

３.固定資産の減価償却の方

 　 法

 (1)有形固定資産

 　  定率法を採用しております。

 　  なお、主な耐用年数は以下の

　 とおりであります。

 　  建物　　　　　　　　15年

 　   器具及び備品　　３～15年

 　　 車両運搬具　　　２～６年

 (2)無形固定資産

 　　 定額法を採用しております。

 　　 なお、自社利用のソフトウエ

　  アについては、社内における利

　  用可能期間（５年）に基づいて

　  おります。

 (1)有形固定資産

同左

 

　　　　　

 

 

 

 (2) 無形固定資産

 同左

 (1)有形固定資産

 同左

 　　　

 

 

 

 

 (2) 無形固定資産

同左

４.引当金の計上基準

 　 

(1)貸倒引当金

 　債権の貸倒れによる損失に備

 　えるため一般債権については貸

 　倒実績率により、貸倒懸念債権

 　等特定の債権については個別に

 　 回収可能性を勘案し、回収不能

 　 見込額を計上しております。

(1)貸倒引当金

同左

(1)貸倒引当金

　同左

  (2)賞与引当金

 　　従業員の賞与支給に備えて、

 　賞与支給見込額の当会計期間

 　負担額を計上しております。

 (2)賞与引当金

 同左

 

 

 (2)賞与引当金

　　従業員の賞与支給に備えて、

 　賞与支給見込額の当事業年度

 　負担額を計上しております。

 （3） 　　 ──────

 

 

 

 (3)役員賞与引当金

　　 役員賞与の支給に備えるた

 　め、支給見込額の当会計期間

 　負担額を計上しております。　

 

 (3)役員賞与引当金

 　　役員賞与の支給に備えるた

 　め、支給見込額の当事業年度

 　負担額を計上しております。　

 

 （会計方針の変更）

 　　役員賞与については、従来、

　 利益処分により利益剰余金の減

　 少として処理しておりましたが、

　 当事業年度から「役員賞与に関

　 する会計基準」（企業会計基準

   第４号　平成17年11月29日）を

　 適用し、発生した事業年度の費

   用として処理しております。

 　　これにより、営業利益、経常

　 利益及び税引前当期純利益はそ

　 れぞれ16,500千円減少しており

　 ます。

 (4)退職給付引当金　 

 　　従業員の退職給付に備えるた

　 め、当会計期間末における退職

　 給付債務の見込額に基づき計上

　 しております。　

(4)退職給付引当金

  同左

(4)退職給付引当金

 　   従業員の退職給付に備えるた

　  め、当事業年度末における退職

　  給付債務の見込額に基づき計上

　　しております。

㈱翻訳センター（2483）平成 20 年３月期　第１四半期財務・業績の概況

－ 26 －



項目
前第１四半期会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

４.引当金の計上基準 (5)役員退職慰労引当金

 　　役員の退職慰労金の支給に備

　 えるため、当社内規に基づく当

　 会計期間末の要支給額を計上し

　 ております。

 　　なお、当社において当制度は

　 平成18年６月９日開催の取締役

　 会において廃止となり、「役員

　 退職慰労引当金」は制度廃止日

　 に在任している役員に対する支

　 給予定額であります。

(5)役員退職慰労引当金

 同左

 

 

 

 

(5)役員退職慰労引当金

 　　役員の退職慰労金の支給に備

　 えるため、当社内規に基づく当

　 事業年度末の要支給額を計上し

　 ております。 

 

５.リース取引の処理方法 　　 リース物件の所有権が借主に

 　 移転すると認められるもの以外

    のファイナンス・リース取引に

    ついては、通常の賃貸借取引に

　  係る方法に準じた会計処理に

    よっております。

同左

 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

６.その他四半期財務諸表

 　 作成のための基本とな

 　 る重要な事項

(1)消費税等の会計処理

 　税抜方式によっております。

(2)法人税、住民税及び事業税の

  会計処理　

 　　法人税、住民税及び事業税は、

　 税引前第１四半期純利益に年間

　 予想税金負担率を乗じて計算し

　 ております。　　 

(1)消費税等の会計処理

同左

(2)法人税、住民税及び事業税の 

  会計処理　 

 同左 

(1)消費税等の会計処理

同左 

(2)法人税、住民税及び事業税の 

  会計処理　 

────── 

　（会計処理方法の変更）

項目
前第１四半期会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 　貸借対照表の純資産の部

 　 の表示に関する会計基準

  当第１四半期会計期間より、「貸

借対照表の純資産の部の表示に関す

る会計基準」（企業会計基準第５号

　平成17年12月９日）及び「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等の適用指針」（企業会計基

準適用指針第８号平成17年12月９

日）を適用しております。これに

よる従来の資本の部に与える影響は

ありません。

　　　　　 ──────   当事業年度より、「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第５号　平成17

年12月９日）及び「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準等

の適用指針」（企業会計基準適用指

針第８号平成17年12月９日）を適用

しております。

 これまでの資本の部の合計に相当す

る金額は1,319,552千円でありま

す。

　なお、当事業年度における貸借対

照表の純資産の部については、財務

諸表規則等の改正に伴い、改正後の

財務諸表等規則により作成しており

ます。

   減価償却の方法の変更　

 

 ────── 　当第１四半期会計期間から法人

税法の改正に伴い、平成19年４月

１日以降取得の有形固定資産につ

いては、改正法人税法に規定する

償却方法により、減価償却費を計

上しております。

　なお、この変更に伴う営業利益、

経常利益、税引前四半期純利益及

び四半期純利益に与える影響額は

軽微であります。 

 ──────
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　 (表示方法の変更)

前第１四半期連結会計期間

（自　平成18年４月１日

至　平成18年６月30日）

当第１四半期連結会計期間

（自　平成19年４月１日

至　平成19年６月30日）

前事業年度 

（自　平成18年４月１日 

至　平成19年３月31日）  

────── 　──────   当事業年度より、「繰延資産の会計処理に

関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会

　平成18年８月11日　実務対応報告第19号）

を適用しております。

　これにより、下記のとおり表示方法を変更

しております。

　

　（損益計算書）

　前事業年度において、営業外費用で表示し

ておりました「新株発行費用」は、当事業年

度より「株式交付費」として表示しておりま

す。
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(4）注記事項

（四半期貸借対照表関係）

前第１四半期会計期間末
（平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間末
（平成19年６月30日）

前事業年度末
（平成19年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 

 　　　　　　　　　    　　24,014千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額  

                           37,125千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額  

 　                        34,149千円

※２ 　　　　　──────

 

※２　　　　　　──────

 　　　 

※２　関連会社項目

 　　　 関係会社に対する資産及び負債には

　　　区分掲記されたもののほか次のものが

　　　あります。

　　　　未収入金　　　　　23,567千円　

※３　 　　　　────── ※３　期末日満期手形 

 　　　期末日満期手形の会計処理については、

　 　手形交換日をもって決済処理をしており

　　 ます。

　　　 なお、当会計期間末日が金融機関の休

　　 日であったため、次の期末日満期手形が

　　 期末残高に含まれております。

 　　　  受取手形　　　　　　 294千円

※３　期末日満期手形  

 同左

 

 

 

 

 　　　  受取手形　　　　　　 292千円

 ４　　　　　　──────  ４　 偶発債務

 　　　当社は連結子会社HC Language

 　　Solutions,Inc.のリース債務に対して、

 　　13,677千円の債務保証を行っております。

 ４　 偶発債務 

 　　　当社は連結子会社HC Language

 　　Solutions,Inc.のリース債務に対して、

 　　14,352千円の債務保証を行っております。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。 

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。  

※１　主要な費目及び金額は次の通りであり

　　ます。  

 役員報酬 25,050千円

 従業員給与手当 139,665千円

 賞与  19,455千円

 賞与引当金繰入額  30,145千円

 役員賞与引当金繰入額 － 

 役員退職慰労引当金

 繰入額

 3,500千円

 退職給付費用  2,735千円

 法定福利費  20,819千円

 減価償却費  4,811千円

 地代家賃  23,672千円

 支払手数料  17,120千円

 役員報酬 22,205千円

 従業員給与手当 157,548千円

 賞与 7,832千円

 賞与引当金繰入額  35,475千円

 役員賞与引当金繰入額 6,000千円

 役員退職慰労引当金

 繰入額

－　

 退職給付費用 3,245千円

 法定福利費 26,913千円

 減価償却費 5,156千円

 地代家賃 30,511千円

 支払手数料 19,482千円

 役員報酬 98,613千円

 従業員給与手当 583,672千円

 賞与  114,382千円

 賞与引当金繰入額  47,142千円

 役員賞与引当金繰入額 　 16,500千円

 役員退職慰労引当金

 繰入額

 3,500千円

 退職給付費用  8,672千円

 法定福利費  105,247千円

 減価償却費  20,611千円

 地代家賃  99,707千円

 支払手数料  67,551千円

   

（四半期株主資本等変動計算書関係）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

前第１四半期会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度

（自　平成18年４月１日

至　平成19年３月31日）

　 リース物件の所有権が借主に移転すると

 　 認められるもの以外のファイナンス・

 　 リース取引

 リース物件の所有権が借主に移転すると

  認められるもの以外のファイナンス・

  リース取引

 リース物件の所有権が借主に移転すると

  認められるもの以外のファイナンス・

  リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

 (1）リース物件の取得価額相当額、減価償

 却累計額相当額、減損損失累計額相当

 額及び期末残高相当額

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
21,037 6,896 14,141

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
19,774 7,398 12,375

 

取得価

額相当

額

（千円）

減価償

却累計

額相当

額

（千円）

期末残

高相当

額

（千円）

器具及び備

品
16,674 6,202 10,471

(2）未経過リース料四半期末残高相当額等

 　　　未経過リース料期末残高相当額

(2）未経過リース料四半期末残高相当額等

 　　　未経過リース料期末残高相当額

 (2）未経過リース料期末残高相当額等

 　　 未経過リース料期末残高相当額

１年内 4,662千円

１年超      9,584千円

合計       14,246千円

１年内 4,492千円

１年超      8,047千円

合計       12,540千円

１年内 4,158千円

１年超      6,458千円

合計       10,616千円

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当

額及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当

額及び減損損失

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の

取崩額、減価償却費相当額、支払利息

相当額及び減損損失

支払リース料      1,365千円

減価償却費相当額      1,314千円

支払利息相当額    68千円

支払リース料      1,250千円

減価償却費相当額      1,196千円

支払利息相当額    73千円

支払リース料      5,178千円

減価償却費相当額      4,983千円

支払利息相当額    252千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

 　　 リース期間を耐用年数とし残存価額を

　　零にする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

 　　 リース料総額とリース物件の取得価額

　　相当額との差額を利息相当額とし、各期

　　への配分方法については利息法によって

　　おります。

 　（減損損失について）　　

 　　  リース資産に配分された減損損失はあ

　　 りません。

(5）利息相当額の算定方法

同左

 

 

 

（減損損失について）　　

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

 

 

 

 　（減損損失について）　　

同左

（有価証券関係）

前第１四半期会計期間末（平成18年６月30日）

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

 　　　　 該当事項はありません。

当第１四半期会計期間末（平成19年６月30日）

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

 　　　　 該当事項はありません。

前事業年度（平成19年３月31日）

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

 　　　　 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前第１四半期会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり純資産額 87,596円28銭

１株当たり四半期純利

益金額
2,886円90銭

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額
2,566円43銭

１株当たり純資産額 103,298円68銭

１株当たり四半期純利

益金額
3,609円79銭

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額
3,323円48銭

１株当たり純資産額 102,688円88銭

１株当たり当期純利益

金額
18,024円13銭

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額
16,250円24銭

　（注）　１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年６月30日)

当第１四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年６月30日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
   

四半期（当期）純利益（千円） 36,066 46,385 230,005

普通株主に帰属しない金額

（千円）
－ － －

普通株式に係る四半期（当期）

純利益（千円）
36,066 46,385 230,005

期中平均株式数（株） 12,493 12,850 12,761

    

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
   

四半期（当期）純利益調整額（千

円）
－ － －

普通株式増加数（株） 1,560 1,107 1,393

 （うち新株予約権）  （1,560）  （1,107） （1,393）

（重要な後発事象）

 　　　 該当事項はありません。
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